
感覚統合の視点から指導



感覚統合とは・・・

脳が感覚を整理して、
身体や行動につなげる働きのこと

「前庭覚」と「固有覚」を統合させて動くこと



「前庭覚」
平衡感覚（バランス感覚）と

空間認識（位置感覚）をつかさどるもの。

「固有覚」
筋肉、腱、力加減などを脳に伝えるもの。

姿勢を保持する能力。



私たちが使っている感覚は７つ！

視覚

聴覚

触覚

味覚

嗅覚

前庭覚 固有覚









固有覚の役割が果たされていないと・・・

机に伏せる

椅子や机を傾ける

動きがぎこちない

物の扱いや人との
接し方が乱暴になる



低緊張だと・・・

自己刺激行動
が出やすい

低覚醒
脳が目覚めにくい

低反応
動き・対人関係



低反応・鈍感 が背景の 行動特徴

反応が鈍く弱い
気付けずにいる

姿勢の崩れに気付けない

呼んでも振り向かない

痛みをうったえない

＝低反応

刺激を求める
対処行動が出やすい

自分でくるくる回り続ける

鼻ほじり

靴のかかとを踏む

かさぶたをはがす

＝感覚探求（自己刺激行動）



ふみおくん

バランスクッション（三角）

椅子に補助具



過反応・過敏 が背景の 行動特徴

刺激に対して
過剰な反応が出やすい

耳をふさぐ

服のタグが不快でかゆくなる

些細なことでもすぐに怒る

＝防衛反応・過剰反応

刺激から遠ざかる
対処行動が出やすい

大勢集まる場所に入らない

予定外を嫌がる

母親との分離不安

爪かみなどの自己刺激行動

＝感覚回避
（ストレスから自己刺激行動も）



イヤーマフ（音の調整）

ミニパーテーション

感覚回避のための道具



ボールバウンドキャッチ

線上歩行（タンデム・クロス）

靴とばし（バランス・ケンケン）

腕立てじゃんけん

さまざまな動きの中から
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